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大阪医科薬科大学 大学院看護学研究科博士後期課程学位規程施行細則 

 

（令和元年６月１２日施行） 

 

（目 的） 

第１条 この細則は、大阪医科薬科大学学位規程（以下、「学位規程」という。）に基づき、

看護学研究科博士後期課程における学位論文の審査及び試問の手続きについて定める。 

 

（学位授与の要件） 

第２条 学位規程第３条第２項に基づき、大阪医科薬科大学（以下、「本学」という。）大

学院学則の定めるところにより、看護学研究科博士後期課程を修了した者に博士の学位

を授与する。 

 

（学位論文審査の申請者） 

第３条 学位論文審査の申請者は、博士後期課程に３年以上在籍し、所定の単位を修得し

た者、あるいは修得見込みの者とする。 

２ 申請者は、学位論文の研究計画書を本学の研究計画発表会において発表をした後、看

護学研究科教授会で承認され、本学の中間発表会での発表も済ませた者とする。 

３ 申請者は、主論文と副論文が指定された掲載学会誌に掲載受領されている者とする。 

 

（学位論文審査の申請書類） 

第４条 学位論文審査を希望する者は、次の書類を、主指導教員と副指導教員を経て看護

学研究科長に提出しなければならない。なお、主論文及び副論文が未公表の場合、掲載

予定証明書（巻号年月を記したものが望ましい。受理証明は不可）を必要とする。 

(1)  学位（博士）審査申請書 

(2)  学位論文（主論文と副論文） 

(3)  論文目録 

(4)  その他指定する書類 

 

（学位論文の提出及び学位論文審査の申請受付） 

第５条 学位論文の提出及び学位論文審査の申請受付は、毎年度２回行い、第１回目を７

月、第２回目を１月とし、各月下旬を締切とする１か月間を期間とする。 

 

（学位論文の要件） 

第６条 学位論文は、主論文及び副論文の公表が必要となる。ただし、掲載予定を含む。 

２ 学位論文は、下記の(1)、(2)のすべてを満たしていることとする。 

(1)  主論文の公表の条件として、次の各号の掲げるところにより定める。 

① 掲載学会誌は日本学術会議の「日本学術会議協力学術研究団体」の雑誌、ある

いは、大阪医科薬科大学医学会「大阪医科薬科大学雑誌」、大阪医科薬科大学

「Bulletin of Osaka Medical and Pharmaceutical University」であること。 
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② ２名以上の査読システムをとっている学会誌であること。 

③ 論文の種類は原著論文、あるいは、original articleであることとする。なお、

海外雑誌の場合は、投稿規定及び２名以上の査読システムであることが証明でき

る書類を添付する必要がある。 

(2)  副論文の公表の条件として、次の各号の掲げるところにより定める。 

① 主論文を作成する必要性が示されている論文内容であること。 

② 掲載雑誌は２名以上の査読システムをとっている学術雑誌であることとする。

ただし、論文の種類は問わない。 

３ 共著論文を学位論文として提出し、学位論文審査の申請を行う場合には、次の条件を

満たさなければならない。 

(1)  申請者が筆頭著者であること。 

(2)  主指導教員の確認書があること。 

(3)  共著の場合は、他の共著者の承諾書があること。 

 

（学位論文の受理） 

第７条 学位論文及び学位（博士）審査申請書の受理については、受付締切後に大学院委

員会を開催して受理可否について決定し、看護学研究科教授会に報告を行う。 

 

（審査委員） 

第８条 学位論文の審査は、学位規程第７条に基づく審査委員が行う。 

２ 審査委員の数は３名以上とし、うち１名を主査とする。 

３ 審査委員は、主指導教員が推薦し、看護学研究科教授会において審議・決定する。 

なお、審査委員のうち副査１名は、主指導教員と副指導教員の中から選ぶことができ

る。 

４ 主指導教員、学位論文共著者（謝辞等へ明記された者を含む。）及び学位論文審査の

申請者の親族に当たる者は、主査になることはできない。 

５ 審査委員は、やむを得ない事由がある場合には、これを辞退することができる。 

６ 審査委員が海外出張や病気等によりやむを得ず欠席しなければならない場合は、それ

に代わる者を代行の委員として指名しなければならない。 

 

（学位論文の審査及び試問） 

第９条 受理した学位論文の審査及び試問は、前条に基づく審査委員の決定後、速やかに

開始する。 

２ 学位論文の審査及び試問は、第１回目は７月から８月、第２回目は１月から２月の間

に行う。 

３ 学位論文の試問は非公開とするが、論文発表会は原則として学内公開とする。 

 

（学位論文の審査及び試問結果報告） 

第１０条 第８条第２項に定める主査は、審査終了後、学位論文の審査及び試問結果（学

位論文内容要旨、学位論文審査結果要旨等）について報告書を作成し、看護学研究科教
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授会の１週間前までに報告しなければならない。 

 

（審査手続料及び審査） 

第１１条 学位論文の提出及び学位（博士）審査申請書が受理された者は、学位論文審査

手続料５０，０００円を指定の期日までに納入しなければならない。 

２ 指定期日までに納付されなかった場合、学位論文の提出及び学位（博士）審査申請書

の受理を取り消す場合がある。 

 

（学位授与日等） 

第１２条 学位授与の日付は、学位記授与式日とする。 

 

（改 廃） 

第１３条 この細則の改廃は、看護学研究科教授会の議を経て、学長が行う。 

 

附 則 

この細則は、令和元年６月１２日から施行する。 

 

附 則 

この改正は、令和３年４月１日から施行する。 

 

附 則 

この改正は、令和３年１１月１８日から施行する。 

 

附 則 

この改正は、令和４年２月４日から施行する。 

 

附 則 

この改正は、令和４年１１月２日から施行する。 

 

附 則 

この改正は、令和５年４月１日から施行する。 


